
2022年3月期
決算説明資料



Ⅰ. 決算状況
2022年3月期 本決算

1



決算概要

Ⅰ 決算状況 決算概要
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電気自動車(EV)などの次世代車やシリコンウェーハ搬送装置などの半導体関連の設備投資が旺盛だったこと

から、自動車・半導体関連の売上が堅調に推移し、売上高を牽引した。一方、一部の案件の悪化や高採算案

件の売上減少が利益率低下の要因となった。

2021年3月期
実績

2022年3月期
実績

増減率

売上高 65,255 67,087 ー

営業利益 4,995 3,856 ー

経常利益 5,176 4,258 ー

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,075 2,682 ー

65,255

57,350

27,470

67,087

87,108

46,690

売上高 受注高 受注残高

2021年3月期 2022年3月期

（単位：百万円）

（単位：百万円）

※「収益認識に関する会計基準」等の適用により、対前期比増減率は記載しておりません。



Ⅰ 決算状況 事業部門別売上高構成比推移
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※2022年3月期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用後の数値にて算出しております。

100%

0%



販管費増
による影響

Ⅰ 決算状況 営業利益の増減要因分析
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2021年3月期
営業利益

約3.8億円
増加

原価率増
による影響

売上高増
による影響

49.9億円

2022年3月期
営業利益

38.5億円

約1.8億円
減少

約11.3億円
減少

約13.3億円
減少

※2022年3月期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用後の数値にて算出しております。



Ⅰ 決算状況 貸借対照表
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貸借対照表

主な増減項目

（単位：百万円）

負 債
2021年
3月期

2022年
3月期

増 減

流動負債 25,935 31,612 +5,676

固定負債 14,860 12,935 △1,924

負債合計 40,795 44,547 ＋3,751

純資産

純資産合計 51,999 54,938 +2,939

自己資本比率 55.5% 54.8% △0.7pt

資 産
2021年
3月期

2022年
3月期

増 減

流動資産 61,251 67,003 ＋5,752

固定資産 31,543 32,482 +938

有形固定資産 23,539 23,526 △13

無形固定資産 496 499 ＋2

投資その他資産 7,507 8,456 ＋949

資産合計 92,794 99,485 ＋6,691

資産

棚卸資産 ＋3,564

売上債権等 ＋1,922

退職給付に係る資産 ＋1,210

負債・純資産

有利子負債 ＋5,046

利益剰余金 ＋2,324

仕入債務 △1,440



Ⅰ 決算状況 想定為替レートなど
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PER／PBR／ROE
2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

PER（倍） 27.39 17.47 20.90

PBR（倍） 1.03 1.38 1.03

ROE（％） 3.77 8.32 5.06

想定為替レート
2021年4月1日～2022年3月31日

実績レート
2022年4月1日 ～

想定レート

為替レート（対US $） 108.76 107.00

株価推移
2020年
3月期

2021年
3月期

2022年3月期

1月 2月 3月

最 高 8,150 8,850 6,720 6,090 5,580

最 低 3,505 4,110 5,400 5,020 4,795

末 日 4,605 6,860 5,740 5,210 5,400

（単位：円）

（単位：円）

想定為替レート

株価推移

PER／PBR／ROE

※2022年3月期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用後の数値にて算出しております。



Ⅰ 決算状況 事業部門別売上高・受注高・受注残高
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事業部門 2021/3 2022/3 増減率

売上高

自動車関連 23,543 26,109 ー

半導体関連 29,409 30,125 ー

家電関連およびその他 10,324 8,806 ー

その他 1,978 2,046 ー

合計 65,255 67,087 ー

受注高

自動車関連 22,388 36,405 ー

半導体関連 24,605 39,005 ー

家電関連およびその他 8,416 9,634 ー

その他 1,940 2,064 ー

合計 57,350 87,108 ー

受注残高

自動車関連 13,559 23,775 ー

半導体関連 10,168 18,304 ー

家電関連およびその他 3,341 4,206 ー

その他 400 404 ー

合計 27,470 46,690 ー

（単位：百万円）

※「収益認識に関する会計基準」等の適用により、対前期比増減率は記載しておりません。



Ⅰ 決算状況 海外現地法人の状況
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所在地別売上高・営業利益

欧州

中国･台湾

東南アジア

北米

自動車関連の売上減少
により、損失計上

コロナ禍での工場閉鎖や
市場停滞などの影響で、
売上・利益共に伸び悩み

半導体関連が牽引し堅調
に推移

半導体関連で堅調に推移

コロナ禍での活動制限で
売上は減少するも、高採
算案件受注で利益改善

HEE（ドイツ）

HAS, HTS（中国 上海）

HET（タイ）

HFM（マレーシア）

HSL（シンガポール）

HCA（アメリカ）

HEM（メキシコ）

HCT（台湾）

日本 アジア 北米 欧州 合計

21/3 22/3 21/3 22/3 21/3 22/3 21/3 22/3 21/3 22/3

売上高 54,773 56,635 5,375 6,364 4,050 3,169 1,056 918 65,255 67,087

営業利益 4,784 3,259 273 273 31 454 △106 △53 4,983 3,934

（単位：百万円）

※営業利益の合計はセグメント間の消去を行う前の金額を表示しています。

※2022年3月期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用後の数値にて算出しております。



Ⅰ 決算状況 トピックス
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有機EL関連・電気自動車（EV）関連状況

（単位：百万円）

受注高 売上高

2021年
3月期

2022年
3月期

増減
2021年
3月期

2022年
3月期

増減

有機EL関連 5,883 5,749 ー 11,067 6,209 ー

電気自動車（EV）関連 6,489 18,199 ー 5,132 14,010 ー

●有機EL関連

半導体関連の売上のうち、有機EL関連は約21％の割合となりました。なお前期と比較すると、「収益認識に関する会計基

準」等適用後の金額で、受注高が約1億34百万円減、売上高は約48億58百万円減となりました。

●電気自動車（EV）関連

自動車関連の売上のうち、電気自動車（EV）関連は約54％の割合となりました。なお前期と比較すると、「収益認識に関

する会計基準」等適用後の金額で、受注高が約117億10百万円増、売上高は約88億78百万円増となりました。

※「収益認識に関する会計基準」等の適用により、対前期比増減は記載しておりません。



Ⅰ 決算状況 トピックス
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2021年度の大型受注案件

2021年度は、自動車関連および半導体関連の受注が好調でありましたが、特に自動車関連において

は、大型の案件を受注することができました。

また、2022年1月に開示しております通り、取引実績のあるお客さまより、内燃機関系設備の大型案

件を受注いたしました。受注額は約58億円で、収益認識に関する会計基準により設備の完成まで順次

売上を計上いたします。

2021年9月に開示しております通り、電気自動車(EV)関連設備の大型案件を受注いたしました。お

客さまは北米の新興EVメーカーで、当社との取引きは初めてであり、受注金額は当社および北米の子会

社との合計で約40億円となります。受注した設備は、EV用ドライブユニットの組立ラインで、収益認識に

関する会計基準により設備の完成まで順次売上を計上いたします。

本格的にEV関連の生産設備事業を手掛ける一方、内燃機関車のエンジン、トランスミッションなどの組

立設備の引き合いも続いており、当面はEV、内燃機関系設備の両方の受注が期待できる状況です。



Ⅰ 決算状況 トピックス
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4月4日より東京証券取引所 プライム市場に移行

日立Astemo社様より「CAPEX賞」受賞

2021年10月14日、当社は、日立Astemo社様の「Partner Day2021」

にて、「CAPEX賞」を受賞しました。この賞は、グローバルで事業の生産性を上

げることができた設備調達先に贈られる賞で、設備メーカーでは当社のみの受

賞です。受賞に貢献した案件は、パワーモジュールラインならびにパワーデバイス

生産設備となります。

2022年4月4日付での東京証券取引所の市場再編に伴い、当社は、

東京証券取引所 市場第一部からプライム市場に移行しました。プライム市

場では、これまでよりも高いガバナンス水準が求められており、当社において

も、株主総会での承認を前提として社外取締役の増員を予定するなど、ガ

バナンス体制の強化を進めております。プライム市場上場企業として、さらな

る企業価値の向上を目指してまいります。

日立Astemo社様より盾を受領

新市場区分移行記念の盾



Ⅱ.2023年3月期業績の見通し
2022年3月期 本決算
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Ⅱ 市場動向および2023年3月期業績の見通し
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自動車関連市場

・各国のCO₂排出目標クリアのための新エネルギー車促進政策により、

EVやHEV、PHEVをはじめとした電動車の市場が世界的に急拡大

・バッテリー価格の急速な低下により、電動車シェア拡大のスピードが加速、

完成車メーカーの電気自動車への設備投資が増加する見込み

・内燃機関車は販売台数および構成比率共に、緩やかな減少を予測

新車販売台数に占める駆動システム別構成割合

世界自動車新車販売台数推移・予測

出所 矢野経済研究所 「パワートレイン別世界自動車新車販売台数推移・予測」

（単位：千台）

出所 ボストンコンサルティンググループ分析

■電気自動車関連設備および部品関連設備

・中期経営計画において重点項目と位置付けるとともに、市場成長性と

自社の強みを活かし、事業領域を拡大

・標準化による商品力の強化やキーデバイスの開発に注力

■内燃機関系設備

・長期的には減少するが、急激な転換はないと予測し、EVと並行して受注

確保に努める
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Ⅱ 市場動向および2023年3月期業績の見通し
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半導体関連市場

・2019年から続くロジック・ファウンドリーの積極投資が更に大規模で加速、

ファウンドリーを中心にさらなる投資増加を予測

・自動車から電子製品まであらゆる業界で半導体が不足、需要急増を受け

て海外で大型投資の計画あり

・中国、台湾、韓国をはじめアジア地域での市場拡大見込

半導体製造装置の日本製装置販売高予測

出所 WSTS 2021年秋季半導体市場予測について
WSTS(WORLD SEMICONDUCTOR TRADE STATISTICS)

（単位：億円）

■半導体関連製造装置

・中期経営計画において重点項目として位置づけ

・対応製品ラインナップの拡充や生産能力を向上させるなど、旺盛な需要に

対応できるよう、社内体制を整備

・関係会社と連携し、さらなる販路拡大に努める

（成長率）
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出所 2021年1月発表 半導体・FPD製造装置 需要予測（2020年度～2022年度）

SEAJ 一般社団法人日本半導体製造装置協会

（単位：百億円）
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Ⅱ 市場動向および2023年3月期業績の見通し

有機EL・液晶パネル関連市場

業界動向

当社の見込

■有機EL関連

・平均単価の下落が需要を後押しし、テレビ・スマートフォン向けで需要増

■有機EL関連

・今後の市場動向を注視し、受注確保に努める

FPD製造装置の日本製装置販売高予測
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出所 2021年1月発表 半導体・FPD製造装置 需要予測（2020年度～2022年度）
SEAJ 一般社団法人日本半導体製造装置協会

■液晶関連

・設備投資の一巡感が強まり、減少傾向

2023年3月期第1四半期より事業部門の区分変更を行い、これまでの自動車関連、半導体関連、家電関連およびその

他の区分から、自動車関連、半導体関連、その他自動省力機器に変更いたします。また、これまで半導体関連に含んでい

た有機ELおよび液晶関連をその他自動省力機器に再区分しております。

自動車関連

半導体関連

家電関連その他

その他

自動車関連

半導体関連

その他自動省力機器

その他

旧
事
業
部
門

新
事
業
部
門

15

事業部門の区分見直し

なお、2022年3月期の決算概況につ

きましては、変更前の事業部門にて記載

しております。



Ⅱ 2023年3月期業績の見通し 業績予想
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2022年3月期

実績

2023年3月期

予想

売上高 67,087 80,000

自動車関連 - 33,000

半導体関連 - 28,000

その他自動省力機器 - 16,000

その他 - 3,000

営業利益（率） 3,856 (5.7%) 3,000 (3.8%)

経常利益（率） 4,258 (6.3%) 2,900 (3.6%)

親会社株主に帰属する
当期純利益（率）

2,682 (4.0%) 2,000 (2.5%)

通期業績予想の理由および事業計画達成のための施策

（単位：百万円）

➢ EV市場の中長期的な設備投資の拡大や5G対応、テレワークの普及、自動運転、IoTの進展を背景に半導体装置メー

カーによる旺盛な設備投資が継続すると予想。

➢ 新中期経営計画の初年度として、EV関連設備事業の商品力強化や新製品開発、半導体関連設備事業の最適な生

産体制の実現などに取り組むとともに、グローバル企業としての競争力強化、企業価値向上に向けたESG経営の取り組

み強化、DX導入・活用などによるニューノーマル時代に即した経営の実現に取り組む。

※2023年3月期の事業部門別売上高予想については、新区分にて掲載しております。
2022年3月期の事業部門別売上高実績については、新区分での数値は記載しておりません。



Ⅱ 2023年3月期業績の見通し 配当予想
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1株当たり配当金・配当性向 推移

（単位：円）

当社は、株主に対する利益還元を経営上の最重要課題の一つと考え、財務体質の強化を図りつつ、連結業

績や今後の事業展開などを勘案しながら、連結配当性向20％以上を概ねの目安とし、安定的・継続的に行う

よう努めています。

当期の配当につきましては、上記基本方針並びに当社を取り巻く経営環境を総合的に勘案し、2022年5

月13日開催の取締役会において、１株当たり65円とすることを決議いたしました。また、次期の配当については、

期末配当として1株当たり50円を予定しております。

配当予想について

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期予想

1株当たり配当金 125.00 40.00 65.00 65.00 50.00

配当性向（％） 28.4 23.8 16.6 25.2 25.9

※配当性向は連結ベースです。



Ⅲ. 参考資料
2022年3月期 本決算
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5,088 4,962 5,621
7,870 

6,255 7,046 6,326 6,481

9,375 
7,225 6,122

6,685 

6,613 
7,240 8,094 8,177

2,493 

2,644
1,798

3,387 

2,425 
2,036 1,941 2,403

532 

476

414

555 

532 
438 776 299

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

自動車 半導体

家電その他 その他

2021/3

※2022年3月期第1四半期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用後の数値にて算出しております。

2022/3

Ⅲ 参考資料 事業部門別四半期売上高の推移

19

事業部門別四半期売上高の推移
（単位：百万円）

18,498
17,360

13,957
15,310

15,826
17,13717,489

16,762



7,388 8,155

2,601
4,243

6,832
9,545

2,329

17,697
5,547 

5,897

6,022

7,138

11,204
7,854

12,342

7,603

1,606 
1,539

2,874

2,395

2,482 2,983

2,320

1,847

433 
502

489

514

450 510

778

324

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

自動車 半導体

家電その他 その他

11,987

14,975

17,771

Ⅲ 参考資料 事業部門別四半期受注高の推移
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事業部門別四半期受注高の推移
（単位：百万円）

16,094

14,293

20,970

27,472

20,894

2021/3

※2022年3月期第1四半期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用後の数値にて算出しております。

2022/3



17,014 
20,206

17,186
13,559 14,057

16,556
12,559

23,775

11,144 

9,815

9,715

10,168
14,016

14,630
18,878

18,304

4,362 
3,256

4,332

3,341

3,435

4,382 4,761

4,206

339 365
440

400

304

375 378

404

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

自動車 半導体

家電その他 その他

27,470

32,860

35,945 36,579

46,690

2022/3

Ⅲ 参考資料 事業部門別四半期受注残の推移
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事業部門別四半期受注残の推移
（単位：百万円）

33,644
31,675 31,813

2021/3

※2022年3月期第1四半期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用後の数値にて算出しております。



Ⅲ 参考
資料 研
究開発
費・設備
投資額・
減価償却
費

22

（単位：百万円）

866 

3,160 

1,453 

1,020 

1,464 1,478 

2,895

4,207

1,875

研究開発費 設備投資額 減価償却費

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期計画

Ⅲ 参考資料 研究開発費・設備投資額・減価償却費



Ⅲ 参考資料 主要指標
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売上債権・売上債権回転日数 棚卸資産・棚卸資産回転日数

有利子負債残高・D/Eレシオ・Net D/Eレシオ 自己資本・自己資本比率

※売上債権回転日数、棚卸資産回転日数については、各四半期毎の期中平均値にて算出しております。

7,002 7,280 8,131 
9,351 

10,567 

44
41 43

47
54

21/3 4Q 22/3 1Q 22/3 2Q 22/3 3Q 22/3 4Q

棚卸資産（百万円） 棚卸資産回転日数（日）

38,896 40,248 39,859 
41,366 40,818 

226 227 225 217 224 

21/3 4Q 22/3 1Q 22/3 2Q 22/3 3Q 22/3 4Q

売上債権（百万円） 売上債権回転日数（日）

51,500 
52,467 53,535 54,232 54,478 

55.5 55.0 56.2 56.3 54.8

21/3 4Q 22/3 1Q 22/3 2Q 22/3 3Q 22/3 4Q

自己資本（百万円） 自己資本比率（％）

18,694 
20,578 

18,643 
20,858 

23,741 

0.36
0.39 0.35 0.38

0.44

0.12 0.11 0.10 0.17 0.20

21/3 4Q 22/3 1Q 22/3 2Q 22/3 3Q 22/3 4Q

有利子負債（百万円） D/Eレシオ（倍） ネットD/Eレシオ（倍）

※2022年3月期第1四半期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用後の数値にて算出しております。



本資料のお取扱い上のご注意
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本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で

入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、経済動向、

他社との競争状況、為替レートなど潜在的なリスクや不確実性が

含まれています。そのため、事業環境の変化などのさまざまな要因に

より、実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは大き

く異なる結果となり得ることをご承知おきください。

ご注意


